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1．はじめに

　京都大学は，京都市をはじめ各地に幾つかの
キャンパスがある。工学研究科は，そのうちの
吉田キャンパス，桂キャンパス，宇治キャンパ
スにそれぞれ教育研究施設がある。RI 研究実
験施設は吉田キャンパスにある工学研究科共同
利用施設であり，RI を集中して管理し，安全
な取扱いができる場を提供していた。
　平成 15 年までは，工学研究科は主として吉
田キャンパスに多くの教育研究施設があった
が，工学研究科全体が新キャンパスである桂キ
ャンパスへ移転することになり，各専攻等が順
次移転を始めた。それと同様に，工学部 RI 研
究実験施設も桂キャンパスへ移転することにな
った。平成 21 年より移転の検討が開始され，
地域住民への説明会及び文部科学省のヒアリ 
ングなどを経て，平成 24 年に完成した建物  

（図 1）内に新 RI 施設が置かれ，平成 25 年春に
移転を完了した。新施設では旧施設と同様に，
物理学的，化学的，生物学的と幅広い分野での
実験が精力的に行われており，28 種の非密封
核種が使用できる。ここは様々な分野の教員や
学生が交流する場でもあり，新たな学問分野の
萌芽が期待されている。
　本稿では，平成 26 年度　放射線安全取扱部会
年次大会の要旨集では掲載できなかった写真等
も交えて紹介する。

2．新施設の特徴

　前述したとおり，新施設は独立した建物では
なく，多くの一般的な研究室や実験室が入って

いる建物の地下 2 階にある。このフロアは，ほ
とんどが RI に関連する施設となっている。全
体的にとても広い廊下が設けられ（図 2），大
型装置の搬入等も安全にできる。実験室は 22
室あり，そのほかに監視室や機械設備室等があ
る。
　新施設には，幾つか特徴的な点がある。1 つ
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図 1 新 RI施設がある建物の全景

図 2  管理区域の廊下
広々としていて，安全に通行できる



Isotope News 　2015 年 6 月号　No.734 35

目は，京都大学では初となる下限数量以下の非
密封核種を使用できる場所を設置したことであ
る。この場所を，通常の管理区域と区別して

“使用区域”と呼んでいる。使用区域の利点は，
個人線量測定，空間線量測定，排気中濃度測
定，特別な排気設備がそれぞれ不要であり，測
定項目が大幅に減少し，管理が簡便になること
である。また，一般的な空調設備でよいため，
特別な空調設備と比べて省エネにも大きな効果
がある。一方，使用区域も RI を使用する区域
には変わりはないため，入退室は本研究科の放
射性同位元素従事者の登録を受けた者しか許可
していない。使用区域で使用できる核種は，22
核種である。使用区域で使用される RI の数量
管理は，従来の管理区域とは異なる管理方法を
実施しなければならない。同時に複数の核種を
使用する場合は，それぞれの下限数量に対する
比の和は 1 を超えないこと，というルールに従
い，使用区域への RI の持込，持出について，
工夫した記録様式を利用して常に把握できるよ
うにしている。管理区域と使用区域は完全に独
立した入退室管理が行われており（図 3），RI
の持込み及び持出しは，図 4 に示すような管理
区域の汚染検査室と使用区域の入退室管理室の
間のパスボックスで行われる。排水設備に関し
ても，それぞれ独立した設備となっている。
　2 つ目は，管理区域においても省エネを強く
意識している。前述したような使用区域を設定
したことにより，管理区域を縮小することがで
きたために，大きな効果を上げている。管理区
域内の空調排気設備は，ロスナイ（全熱交換
器）を併用することにより，電気量，排気量の
減少に役立っている。さらに，旧施設では使用
できる核種を 86 核種としていたが，新施設で
は使用する核種を絞り込んでおり，その分 3H
や 32P など使用頻度の多い核種に数量を集中さ
せ，1 日当たりの使用数量を大幅に増量した。
それでも，旧施設の排気量よりも大幅に減少さ
せることができた。
　3 つ目は，旧施設で問題となっていたことの

改善を行った。前述したとおり，より省エネが
実現できたということもその 1 つである。電気
使用量は以前に比べて半分以下にまで抑えられ
ている。ほかには，旧施設では空調排気設備が
建物の屋上にあったため，老朽化が早く故障も
多かったが，新施設では屋内に設置しているた
め，風雨にさらされることはなくなった。作業
環境測定，点検，メンテナンスなどの作業もや
りやすくなった。管理区域への入退室システム

（職員証，学生証で認証），排気設備，排水設備
などの監視も集中させて効率よく行われてい
る。
　一方で，図 5 に示すとおり排水貯留槽が管理

図 3  汚染検査室と入退室管理室の入り口
右側が管理区域へ入るための汚染検査室で，左側
が使用区域へ入るための入退室管理室。どちらも
職員証，学生証をかざすことにより認証する

図 4  管理区域と使用区域の間に設置されたパス
ボックス
下限数量以下の放射性同位元素を受け渡す場合
に使用する。この写真は管理区域側から見た
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区域の地下ピット内に設置されたことにより，
定期点検などのときに作業が複雑化する場面も
ある。ピット内は酸素欠乏危険場所となる可能
性があるため，立ち入る前に中の酸素濃度と硫
化水素濃度を測定し，安全を確認してから点検
をする必要がある。
　また，密封線源を用いた実験（メスバウア効
果実験，水分計，中性子線源など）も行われて
おり，それぞれ独立した管理区域を設置し，管
理と作業の効率化を実現している。密封線源は
6 核種あるが，数量の違いにより複数個所有し
ているものもある。

3．新施設の運用

　本施設は工学研究科の共同利用施設である。
本研究科所属の者が年度ごとに実験の計画を申
請して，施設の使用が承認されれば，実験室を
利用することができる。実験室は，実験の分野
ごとに区画を作り，それぞれに管理責任者を選
任し，使用する核種や汚染廃棄物の管理及び記
帳・記録をユーザーが自分たちで行っている。
安全に対する意識は，指導する立場の教職員だ
けでなく，学生たちにも有効に働いていると思
われる。また，日常の空間線量の測定などは管
理担当者が主として実施しており，研究遂行の
利便性に貢献している。

4．RI施設の利用状況

　新 RI 施設が運用開始された以降の管理区域
及び使用区域への延べ立ち入り人数を分析した
ところ，図 6 に示すような推移となっているこ
とが分かった。学生の研究活動に応じて時期に
よる多少の波があるものの，ほぼ年間を通じて
定常的に利用があることが読み取れ，活発な実
験研究活動が行われている。

 5．まとめ

　平成 25 年に運用が始まったばかりの新
施設は，新規の利用者も加わり，順調な滑
り出しであると思う。一方で，更に安全，
便利に利用するためにはまだ検討しなけれ
ばならないこともあるので，ほかの施設等
の運用状況も参考にしながら向上をしてい
きたいと思う。
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図 5  管理区域内に設置された排水施設ピット 
定期点検の時などに，少々苦労する場合がある

図 6  月ごとに RI施設に入室した延べ人数の推移 
開始当初より増加傾向にあること，また定常的に
利用されていることが分かる




